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仏教通信「報恩講について」11月 

報恩講
ほうおんこう

とは、浄土真宗
じょうどしんしゅう

の宗祖
しゅうそ

である親鸞聖人
しんらんしょうにん

のご命日
めいにち

をご縁
えん

として行
おこな

われる仏教行事
ぶっきょうぎょうじ

です。この

報恩講
ほうおんこう

の日
ひ

にちは、新暦
しんれき

に換算
かんさん

した親鸞
しんらん

聖人の命日である 1月
がつ

16日
にち

に行う事
こと

が多
おお

いのですが、旧暦
きゅうれき

のまま 11

月 28日に行う宗派
しゅうは

や地域
ちいき

もあります。私
わたし

たち、国府台女子学院
こうのだいじょしがくいん

の報恩講は 11月 15日(水
すい

)に行います。この

報恩講の由来
ゆらい

は、親鸞聖人のひ孫
まご

にあたる本願寺
ほんがんじ

第三代
だいさんだい

宗主
そうしゅ

の覚如
かくにょ

上人
しょうにん

が、親鸞聖人の三十三
さんじゅうさん

回忌
かいき

(３３回

目のご命日)に『報恩講
ほうおんこう

私記
し き

』という書物
しょもつ

を書
か

いたことに始
はじ

まります。この書物
しょもつ

では、「感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちで合掌
がっしょう

をする教え」を残
のこ

してくれた親鸞聖人のご恩
おん

に報
むく

いるためにも、感謝
かんしゃ

のこころを持
も

って生活
せいかつ

をしましょうと述
の

べられています。それ以来
いらい

、本願寺
ほんがんじ

では、聖人
しょうにん

のご命日に報恩講
ほうおんこう

が行われるようになりました。 

さて、親鸞聖人が説
と

いた教
おし

えは「阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

という仏
ほとけ

さまは、いのちあるもの全
すべ

てを、漏
も

らすことなく救
すく

っ

てくださる」というものでした。それは、すぐに怠
なま

け、他人
たにん

をねたみ、自分
じぶん

の利益
りえき

や怒
いか

りのために争
あらそ

い続
つづ

け

てしまう人々
ひとびと

に対
たい

し、人間
にんげん

の「自力
じりき

（自分の能力
のうりょく

や努力
どりょく

）」には限界
げんかい

があり、人
ひと

や生
い

き物
もの

を傷
きず

つけずに生
い

き

るのは難
むずか

しい。そんな私達
わたしたち

は「他力
たりき

(阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

による救
すく

い)」を信
しん

じ、おまかせするしかないという教
おし

えで

す。聖人
しょうにん

の説
と

いた「他力
たりき

本願
ほんがん

」という教
おし

えは、自分
じぶん

で努力
どりょく

することをあきらめて安易
あんい

に他人
たにん

に頼
たよ

ろうとする

「人まかせ」や「神
かみ

だのみ」というものではありません。むしろ、「他力
たりき

」を知
し

ることにより、私
わたし

以外
いがい

のもの

から与
あた

えられる「いのち」「優
やさ

しさ」「愛情
あいじょう

」に感謝
かんしゃ

し、この今
いま

を、精一杯
せいいっぱい

に「生
い

かされて生
い

きる」教
おし

えなのです。 

ぜひ、報恩講
ほうおんこう

では、親鸞
しんらん

聖人
しょうにん

の教
おし

えや生涯
しょうがい

に触
ふ

れることで、自分
じぶん

を近
ちか

くで支
ささ

え

てくれている家族
かぞく

はもちろん、自分
じぶん

以外
いがい

の人
ひと

たちや自然
しぜん

にも感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちを持
も

って

ほしいと念
ねん

じています。合掌
がっしょう

 

 

今年
ことし

の報恩講
ほうおんこう

は１１月
がつ

１５日
にち

(水
すい

)1時間目に行います。        小学部
しょうがくぶ

礼拝
らいはい

委員会
いいんかい

 


